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大
村
和
人
梁
代
に
お
け
る
『
詩
経
』
「
正
雅
」
的
世
界
の
希
求
序
業
府
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
「
三
婦
艶
」
の
王
朝
別
の
模
擬
作
品
数
『
雄
市
府
詩
集
町
v
巻
三
四
・
一
ニ
五
、
相
和
歌
一
僻
・
清
調
曲
に
は
、
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
「
一
一
一
婦
艶
」
と
い
う
一
連
の
作
品
性
ポ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
梁
府
の
模
擬
作
品
は
貌
晋
南
北
朝
時
代
に
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
惰
代
ま
で
の
作
者
は
延
べ
三
十
人
を
数
え
る
が
、
こ
の
数
は
貌
耳
目
南
北
朝
惰
時
代
を
逼
じ
て
作
者
数
が
最
も
多
い
「
陪
上
桑
」
と
そ
の
閥
連
作
品
群
の
三
十
四
人
と
比
べ
て
も
遜
色
は
な
い
。
こ
こ
で
『
梁
府
詩
集
』
巻
三
四
・
三
五
が
枚
録
し
て
い
る
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
「
一
一
一
婦
艶
相
逢 2
5R 
(ま
漢で
)の
古作
僻者
(名
南を
朝見
宋て
)み
謝よ
霊う
運τ
南
靭
梁
張
率
「
相
逢
狭
路
間
」
(
南
朝
宋
)
孔
欣
(
南
朝
梁
)
昭
明
太
子
、
沈
約
、
劉
議
、
劉
遁
(
惰
)
李
徳
林
「
長
安
有
狭
斜
行
」
(
漢
)
古
僻
(
西
呂
田
)
陸
機
(
南
朝
宋
)
謝
悪
速
、
萄
-d
判
(
南
朝
梁
)
武
一
帝
、
簡
文
帯
、
沈
約
、
庚
肩
吾
、
王
問
、
徐
防
(
南
朝
陳
)
張
正
見
(
北
周
)
王
褒
「
三
婦
艶
」
(
南
朝
宋
)
劉
鎌
(
南
朝
斉
)
王
融
、
(
南
朝
梁
)
昭
明
太
子
、
沈
約
、
王
錆
、
呉
均
、
劉
孝
綜
(
南
朝
陳
)
後
主
、
張
正
見
た こ
れ
ら
一
連
の
築
府
の
模
擬
作
の
幾
つ
か
は
、
漠
貌
E
日
南
北
朝
時
代
の
代
表
的
「
艶
曹
を
集
め
た
『
玉
肇
新
一
言
に
も
牧
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
勺
女
性
を
題
材
と
し
一
種
の
「
艶
詩
」
と
見
倣
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
陶
淵
明
の
「
閑
情
賦
」
を
批
判
し
た
梁
の
昭
明
太
子
粛
民
t
「
相
逢
行
」
と
「
一
一
一
婦
艶
」
の
模
擬
作
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
次
に
右
の
リ
ス
ト
に
事
げ
ら
れ
て
い
る
作
者
を
時
代
別
に
分
類
し
直
せ
ば
、
各
時
代
の
作
者
数
は
次
の
通
り
に
な
る
。
三
園
競
O
、
西
菅
一
、
東
耳
目
O
、
南
朝
宋
五
(
或
五
一ムハ
い
は
四
。
注
四
参
照
)
、
南
朝
脅
て
南
朝
梁
十
三
、
南
朝
陳
二
、
北
周
て
惰
一
。
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
少
し
補
足
す
れ
ば
、
南
斉
は
王
融
一
人
だ
け
だ
が
、
梁
代
の
詩
人
の
中
で
、
沈
約
や
張
率
、
更
に
武
帝
粛
街
な
ど
は
費
代
か
ら
既
に
文
壇
で
活
躍
し
て
い
た
。
ま
た
、
陳
代
の
張
正
見
や
北
周
の
王
褒
は
梁
代
文
壇
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
。
こ
の
リ
ス
ト
の
中
で
目
立
つ
の
は
、
梁
代
を
中
心
に
活
躍
し
た
作
者
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
、
逆
に
貌
耳
目
時
代
の
作
者
が
少
な
く
、
西
E
日
が
陸
機
一
人
の
み
、
ニ
園
貌
と
東
耳
目
で
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
内
容
と
構
成
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
古
僻
「
相
逢
行
」
を
奉
げ
る
。
相
逢
狭
路
開
，
這
除
不
容
車
。
如
何
雨
少
年
，
挟
毅
問
君
家
。
君
家
誠
易
知
，
易
知
誠
難
忘
。
黄
金
矯
君
門
，
白
玉
矯
君
堂
。
堂
上
置
樽
酒
，
使
作
榔
郭
倍
。
中
庭
生
桂
樹
，
華
鐙
何
燈
煙
。
兄
弟
両
三
人
，
中
子
矯
侍
廊
。
五
日
一
来
館
，
道
上
自
生
光
。
黄
金
絡
馬
頭
，
観
者
満
路
傍
。
入
門
時
左
顧
，
但
見
隻
鴛
驚
。
鴛
驚
七
十
二
，
羅
列
白
成
行
。
音
聾
何
畷
畷
，
鶴
鳴
東
西
席
。
大
婦
織
羅
締
，
中
婦
織
硫
黄
。
小
婦
無
所
作
，
挟
惹
上
高
堂
。
丈
人
且
安
坐
，
調
絃
未
逮
央
(
相
逢
う
狭
路
の
関
、
道
陰
く
し
て
車
を
容
れ
ず
。
如
何
ぞ
爾
少
年
、
毅
を
挟
ん
で
君
の
家
を
問
う
。
君
の
家
は
誠
に
知
り
易
し
、
知
り
易
く
し
て
誠
に
忘
れ
難
し
。
黄
金
を
君
の
門
と
矯
し
、
白
玉
を
君
の
堂
と
矯
す
。
堂
上
に
樽
酒
を
置
き
、
郡
部
の
備
を
使
作
す
。
中
庭
に
は
桂
樹
生
じ
、
華
鐙
何
ぞ
抽
出
燈
た
る
。
兄
弟
爾
三
人
、
中
子
は
侍
郎
矯
り
。
五
日
に
一
た
び
来
り
腸
h
リ
、
這
上
自
ら
光
を
生
ず
。
黄
金
を
馬
頭
に
絡
い
、
観
る
者
は
路
傍
に
満
つ
。
門
に
入
っ
て
時
に
左
顧
す
る
に
、
但
だ
隻
鴛
鴛
を
見
る
。
鴛
驚
七
十
二
、
羅
列
し
て
自
ら
行
を
成
す
。
一
音
聾
何
ぞ
畷
畷
た
る
、
鶴
は
東
西
の
痛
に
鳴
く
。
大
婦
は
羅
締
を
織
り
、
中
婦
は
流
黄
を
織
る
。
小
婦
は
作
す
所
無
く
、
意
を
挟
み
て
高
堂
に
上
る
。
丈
人
E
く
安
坐
せ
よ
、
絃
を
謂
す
る
こ
と
未
だ
速
か
に
央
き
ず
)
。
作
品
は
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
、
五
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
冒
頭
か
ら
司
易
知
誠
難
忘
」
ま
で
は
「
狭
路
」
で
二
人
の
「
少
年
」
が
出
合
い
、
片
方
の
少
年
の
豪
邸
が
話
題
に
上
る
。
次
の
「
華
鐙
何
短
煙
」
ま
で
の
第
二
段
は
そ
の
豪
邸
の
描
寓
で
あ
る
。
「
兄
弟
爾
三
人
」
か
ら
「
観
者
満
路
傍
」
ま
で
の
第
三
段
で
は
豪
邸
の
住
人
で
あ
る
三
人
兄
弟
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
「
中
子
」
に
主
に
焦
貼
が
嘗
て
ら
れ
、
彼
の
官
職
や
容
貌
の
立
添
さ
が
近
隣
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
る
。
「
入
門
時
左
顧
」
か
ら
「
鶴
鳴
東
西
廟
」
ま
で
の
第
四
段
で
は
視
勲
が
再
び
豪
邸
に
戻
り
、
屋
敷
の
門
を
入
っ
て
左
側
に
い
る
「
鴛
鴛
」
と
東
西
の
「
廟
」
に
鳴
く
「
鶴
」
が
描
か
れ
る
。
最
後
の
段
で
は
「
三
婦
」
が
登
場
し
、
「
小
婦
」
が
梁
舞
演
奏
を
縫
績
し
、
「
丈
人
」
を
部
屋
に
留
め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
作
品
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。
一
連
の
築
府
の
模
擬
作
品
は
、
古
鮮
の
構
成
や
内
容
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
「
古
僻
系
」
と
、
構
成
や
内
容
が
古
僻
か
ら
か
け
離
れ
た
「
非
古
僻
系
」
に
大
別
さ
れ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
幾
つ
か
の
論
考
に
お
い
て
、
「
古
癖
系
」
模
擬
作
品
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
的
モ
チ
ー
フ
や
表
現
を
取
り
上
げ
て
そ
れ
ら
の
源
涜
を
辿
り
、
そ
れ
ら
の
意
味
す
る
も
の
を
探
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
が
『
詩
経
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
古
代
の
祭
-
杷
詩
や
宴
飲
詩
に
由
来
し
、
「
古
僻
系
」
模
擬
作
品
は
和
合
し
た
「
家
族
」
の
理
想
的
な
姿
を
象
徴
的
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
梁
代
の
詩
人
た
ち
は
こ
れ
ら
の
模
擬
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
朝
の
卒
和
と
繁
築
を
祈
念
し
以
上
の
検
討
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
一
連
の
柴
府
の
模
擬
作
品
は
南
朝
梁
を
中
心
と
す
る
時
代
に
多
数
制
作
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
大
字
は
「
古
僻
系
」
で
あ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。
惰
代
ま
で
の
模
擬
作
品
を
「
古
僻
系
」
と
「
非
古
僻
系
」
に
分
類
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
古
際
系
」
「
相
逢
行
」
(
南
朝
、
梁
)
張
率
「
相
逢
狭
路
開
」
(
南
朝
梁
)
昭
明
太
子
、
沈
約
(
惰
)
李
徳
林
「
長
安
有
狭
斜
行
」
(
南
朝
宋
)
萄
誕
(
南
朝
梁
)
武
一
帝
、
簡
文
一
帝
、
庚
肩
吾
、
王
問
、
徐
防
「
三
婦
艶
」
(
南
朝
斉
)
王
融
、
(
南
朝
梁
)
昭
明
太
子
、
沈
約
、
王
錯
、
臭
均
、
劉
孝
縛
(
南
朝
陳
)
後
主
、
張
正
見
「
非
古
僻
系
」
「
相
逢
行
」
(
南
朝
宋
)
謝
霊
運
「
相
逢
狭
路
間
」
(
南
朝
宋
)
孔
欣
、
(
南
朝
、
梁
)
劉
請
、
劉
遁
「
長
安
有
狭
斜
行
」
(
西
耳
目
)
陸
機
(
南
朝
宋
)
謝
恵
連
、
(
南
朝
梁
)
沈
約
、
(
南
朝
陳
)
張
正
見
(
北
周
)
王
褒
「
三
婦
艶
」
(
南
靭
宋
)
劉
鎌
雨
系
統
の
模
擬
作
品
の
王
朝
別
作
者
数
(
延
べ
人
数
)
は
次
の
遁
り
。
「
古
僻
系
」
、
南
朝
宋
一
、
南
朝
斉
て
南
朝
梁
十
三
、
南
朝
陳
二
、
隔
一
。
「
非
古
僻
系
」
、
西
雷
一
、
南
朝
宋
四
(
或
い
は
一
二
。
注
四
参
照
。
)
、
南
朝
梁
三
、
南
朝
陳
て
北
周
一
。
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
、
「
古
僻
系
」
は
南
朝
梁
代
に
多
く
、
「
非
古
僻
系
」
は
膏
宋
時
代
に
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
り
、
逆
に
、
軸
霊
園
南
朝
宋
時
代
の
模
擬
作
品
は
少
な
く
、
そ
れ
ら
の
大
学
は
「
非
古
辞
系
」
な
の
で
あ
る
。
筆
者
の
従
来
の
論
考
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
時
代
に
よ
っ
て
右
の
よ
う
に
「
古
齢
系
」
模
擬
作
品
数
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
劃
し
て
考
察
を
加
え
た
い
。
、
「
家
族
」
の
和
合
と
「
園
家
」
の
卒
和
右
の
よ
う
に
、
時
代
に
よ
っ
て
一
連
の
梁
府
の
模
擬
作
品
数
と
そ
の
内
容
の
タ
イ
プ
に
明
確
な
偏
り
が
見
ら
れ
る
以
上
、
「
古
僻
系
」
模
擬
作
品
の
主
題
と
各
時
代
の
祉
合
あ
る
い
は
文
撃
の
賦
況
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
七
八
別
稿
四
で
も
少
し
論
じ
た
が
、
「
古
癖
系
」
模
擬
作
品
の
主
題
で
あ
っ
た
「
家
族
」
の
和
合
は
、
儒
教
思
想
に
よ
れ
ば
「
園
家
」
の
卒
和
の
礎
で
あ
る
。
儒
家
は
家
族
道
徳
を
基
礎
と
し
て
中
央
集
権
的
な
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
理
論
を
構
築
し
て
い
っ
た
が
、
人
口
に
槍
炎
し
た
「
修
身
」
「
車
両
家
」
「
治
園
」
「
卒
天
下
」
と
い
う
『
護
記
』
「
大
息
子
篇
」
由
来
の
語
や
、
『
謹
記
』
「
祭
統
篇
」
の
「
忠
臣
以
事
其
君
，
孝
子
以
事
其
親
，
其
本
一
也
(
忠
臣
は
以
て
其
の
君
に
事
え
、
孝
子
は
以
て
其
の
親
に
事
う
、
其
の
本
は
一
な
り
)
可
『
孝
経
緯
』
の
「
事
親
孝
故
忠
可
移
於
君
，
是
以
求
忠
臣
必
於
孝
子
之
門
(
親
に
事
う
る
に
孝
、
故
に
忠
は
君
に
移
す
べ
し
、
是
を
以
て
忠
臣
を
求
む
る
に
は
必
ず
孝
子
の
門
に
於
い
て
す
)
」
と
い
う
句
は
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
右
の
資
料
で
は
家
族
道
徳
を
表
す
諾
の
代
表
と
し
て
、
子
の
親
を
尊
重
す
る
意
味
を
表
す
「
孝
」
が
、
主
君
に
封
す
る
等
重
を
表
す
「
忠
」
と
射
に
さ
れ
て
い
る
が
、
家
族
道
徳
と
関
連
す
る
概
念
と
し
て
、
「
孝
悌
」
と
し
て
並
び
稽
さ
れ
る
「
悌
」
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
「
悌
」
と
は
、
一
口
に
言
え
ば
、
兄
な
ど
、
家
族
の
中
の
父
以
外
の
者
を
曾
重
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
義
文
類
衆
』
巻
二
て
人
部
「
友
悌
」
は
『
倫
書
』
「
君
陳
篇
」
の
「
惟
孝
友
子
兄
弟
」
と
い
う
句
を
奉
げ
る
が
、
こ
れ
に
釣
す
る
最
良
の
解
設
は
『
論
一
語
』
「
属
政
篇
」
の
次
の
一
節
で
あ
ろ
う
。
「
或
謂
孔
子
日
『
子
柔
不
矯
政
』
子
日
墨
田
云
，
孝
乎
惟
孝
，
友
子
兄
弟
，
施
於
有
政
。
是
亦
属
政
。
桑
其
矯
矯
政
』
(
或
る
ひ
と
孔
子
に
謂
い
て
日
く
『
子
柔
ぞ
政
を
再
周
さ
ざ
る
』
と
。
子
日
く
『
書
に
云
う
、
孝
な
る
か
な
惟
れ
孝
、
兄
弟
に
友
に
、
有
政
に
施
す
と
。
固
定
れ
亦
た
政
を
属
す
。
桑
ぞ
其
れ
政
を
矯
す
を
矯
さ
ん
』
と
)
」
包
成
注
「
或
人
以
矯
居
佼
乃
是
政
ロ
『
孝
乎
惟
孝
』
，
美
大
孝
之
辞
。
『
友
於
兄
弟
』
，
善
於
兄
弟
也
。
施
，
行
也
。
所
行
有
政
道
，
輿
矯
政
同
耳
(
或
る
人
以
矯
ら
く
位
に
居
る
こ
と
乃
わ
ち
是
れ
政
と
。
『
孝
な
る
か
な
惟
れ
孝
』
と
は
、
大
孝
を
美
む
る
の
辞
な
り
。
『
兄
弟
に
友
に
』
と
は
、
兄
弟
と
善
く
す
る
な
り
。
施
と
は
、
行
う
な
り
。
行
う
所
に
政
道
有
る
は
、
政
を
矯
す
と
同
じ
き
の
み
)
」
あ
る
人
が
孔
子
に
尋
ね
た
。
「
先
生
は
何
故
官
職
に
就
い
て
政
治
を
な
さ
ら
な
い
の
で
す
か
。
」
孔
子
は
答
え
た
。
「
『
書
経
』
に
は
『
孝
行
よ
、
あ
あ
孝
行
よ
。
兄
弟
と
陸
み
合
い
、
政
治
を
行
う
。
』
と
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
政
治
の
一
つ
の
形
な
の
だ
。
ど
う
し
て
宮
職
に
就
い
て
政
治
を
行
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
」
こ
の
一
節
は
、
「
兄
弟
」
と
睦
み
合
う
こ
と
も
政
治
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
孔
子
の
政
治
観
の
一
端
が
表
れ
た
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
『
義
文
類
衆
』
の
同
項
は
績
け
て
、
『
詩
経
』
小
雅
「
常
様
」
を
奉
げ
て
い
る
が
、
別
稿
四
で
論
じ
た
よ
う
に
、
「
兄
弟
」
と
は
狭
義
の
も
の
で
は
な
く
、
康
く
一
族
の
者
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
h
ら勺の理論を総合して宝舌-言=一E=冨言===百E百
=
百
同
口
‘
え
え
ば
、
家
族
の
和
合
は
、
園
家
安
定
の
基
と
言
、
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
思
想
に
基
づ
き
、
後
漢
時
代
に
は
官
吏
推
薦
に
お
け
る
人
物
評
債
基
準
の
一
つ
と
し
て
、
「
孝
」
「
悌
」
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
思
想
に
基
づ
い
て
、
古
齢
に
隠
れ
て
い
た
、
古
代
の
祭
杷
詩
や
宴
飲
詩
に
由
来
す
る
モ
チ
ー
フ
や
表
現
を
強
調
し
、
園
家
の
卒
和
と
永
績
を
言
祝
ぐ
も
の
へ
と
設
展
し
た
の
が
梁
代
に
制
作
さ
れ
た
「
相
淫
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
「
一
一
一
婦
艶
」
の
「
古
僻
系
』
模
擬
作
で
あ
っ
た
。
九
二
、
貌
雷
雨
北
朝
時
代
に
お
け
る
「
園
家
」
と
「
家
族
」
と
の
関
係
の
嬰
濯
「
家
族
」
の
核
と
な
る
倫
理
道
徳
は
儒
教
の
言
う
「
孝
」
で
あ
り
、
「
園
家
」
で
あ
っ
て
、
前
掲
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
雨
者
は
理
論
的
に
矛
盾
す
る
も
の
の
衝
突
を
論
じ
た
幾
つ
か
の
資
料
も
存
在
す
る
。
貌
膏
南
北
朝
時
代
に
こ
の
問
題
は
更
に
深
一
刻
な
の
場
合
は
「
忠
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
現
寅
に
お
け
る
「
孝
」
と
「
忠
」
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
清
代
の
越
翼
は
『
隊
徐
叢
考
』
巻
一
七
「
六
朝
最
重
氏
族
」
僚
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
歴
観
諸
史
，
可
見
嘗
時
衣
冠
世
族
，
積
習
相
川
山
。
其
視
古
同
資
撫
仕
，
本
属
分
所
感
得
，
非
閥
園
家
之
簡
付
。
最
怪
乎
易
代
之
際
，
莫
不
侍
舎
其
朝
，
而
我
之
門
戸
如
故
也
(
諸
史
を
歴
観
す
れ
ば
、
嘗
時
の
衣
冠
世
族
、
積
習
相
品
川
る
を
見
る
べ
し
。
其
れ
高
資
撫
仕
を
視
れ
ば
、
本
属
膝
に
得
べ
き
所
を
分
け
、
園
家
の
筒
付
に
関
す
る
に
非
ず
。
怪
し
む
母
か
れ
、
易
代
の
際
に
、
其
の
朝
を
舎
て
、
我
の
門
戸
の
放
の
如
き
を
惇
え
ざ
る
莫
き
を
)
こ
の
文
章
の
大
意
は
次
の
と
お
り
。
歴
代
の
史
書
を
縞
け
ば
、
六
朝
時
代
の
名
門
貴
族
に
は
、
長
年
踏
襲
す
る
習
慣
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
ら
は
豊
か
な
財
賓
や
高
い
爵
位
が
あ
れ
ば
、
得
ら
れ
た
も
の
を
一
族
で
分
け
、
園
家
か
ら
の
薄
給
に
は
目
も
く
れ
な
か
っ
た
。
道
理
で
王
朝
交
代
の
際
に
、
彼
ら
は
み
な
前
の
王
朝
を
見
捨
て
て
、
自
分
た
ち
一
族
は
も
と
の
と
お
り
存
績
し
た
こ
と
を
ど
の
史
書
も
記
し
て
い
る
わ
け
だ
。
日
本
の
森
三
樹
三
郎
氏
も
「
六
朝
時
代
の
特
色
は
、
朝
廷
を
中
心
と
す
る
園
家
的
秩
序
の
ほ
か
に
、
士
大
夫
を
中
心
と
す
る
私
的
秩
序
が
生
ま
れ
、
こ
の
二
つ
の
秩
序
が
並
び
存
し
た
鮎
に
あ
る
。
秩
序
の
安
定
性
と
い
う
結
か
ら
い
え
ば
、
後
の
方
が
前
者
よ
り
も
遥
か
に
優
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
森
氏
の
指
摘
も
越
翼
の
言
う
「
含
其
朝
、
而
我
之
門
戸
如
故
」
に
通
じ
て
い
よ
う
。
更
に
、
程
章
燦
氏
は
『
世
族
輿
六
朝
文
息
子
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
自
周
代
以
来
賓
行
的
宗
法
制
度
的
精
紳
寅
質
，
概
市
言
之
，
卸
是
以
祉
曾
制
度
的
形
式
，
規
定
家
族
内
部
的
人
際
関
係
準
則
，
調
整
人
輿
人
、
家
輿
家
、
個
人
輿
社
合
之
開
的
関
係
，
使
之
保
持
和
讃
卒
衡
，
従
而
保
護
家
的
世
代
蕃
街
和
園
的
長
治
久
安
。
巌
守
等
級
分
別
，
張
揚
忠
孝
観
念
，
可
以
説
是
宗
法
制
度
的
爾
個
核
心
。
経
過
漢
儒
的
闇
緯
護
揮
，
宗
法
制
度
中
的
這
雨
屠
核
心
内
福
被
進
一
歩
明
確
、
強
調
了
。
但
固
定
，
到
了
六
朝
時
代
，
世
族
的
宗
法
観
念
創
設
生
了
一
個
不
算
微
小
而
且
耐
人
尋
昧
的
饗
化
。
這
就
是
υ
世
族
一
方
面
普
遍
重
税
針
子
弟
的
数
育
和
培
養
，
重
視
家
族
楽
審
輿
社
倉
地
位
，
強
調
孝
悌
之
遁
;
市
輿
此
同
時
，
相
即
逐
漸
淡
化
了
等
級
分
別
和
忠
君
報
図
的
思
想
成
分
(
周
代
以
来
賓
行
さ
れ
た
宗
法
制
度
の
精
神
の
寅
質
は
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
す
な
わ
ち
社
曾
制
度
の
形
式
で
家
族
内
部
の
人
間
関
係
の
。
規
則
を
規
定
し
、
人
と
人
、
家
と
家
、
個
人
と
祉
舎
の
関
係
を
調
整
し
て
、
そ
れ
ら
全
て
の
関
係
を
調
和
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
の
代
身
の
繁
祭
と
園
家
の
治
世
の
永
遠
の
安
定
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
身
分
の
別
を
厳
守
す
る
こ
と
、
忠
孝
観
念
を
稽
揚
す
る
こ
と
が
、
宗
法
制
度
の
二
つ
の
核
心
で
あ
っ
た
。
漢
代
の
儒
者
に
よ
る
詳
細
な
解
説
を
経
て
、
宗
法
制
度
中
の
こ
の
二
屠
の
核
心
の
内
包
す
る
も
の
は
さ
ら
に
明
確
に
な
り
、
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
朝
時
代
に
至
っ
て
、
貴
族
の
宗
法
観
念
に
決
し
て
小
さ
く
な
い
一
意
味
深
長
な
愛
化
が
生
じ
た
。
そ
の
愛
化
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
貴
族
は
一
面
に
お
い
て
子
弟
に
劃
す
る
教
育
と
、
家
族
の
策
審
な
ら
び
に
そ
の
社
合
的
地
位
を
普
遍
的
に
重
視
し
、
孝
悌
の
道
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
同
時
に
身
分
の
別
と
忠
君
報
園
の
観
念
は
だ
ん
だ
ん
と
薄
れ
て
い
っ
た
)
ロ
程
氏
は
、
周
漢
時
代
と
六
朝
時
代
を
比
較
し
て
、
前
者
に
お
い
て
は
宗
法
制
度
が
個
人
と
個
人
、
ま
た
家
と
家
、
そ
し
て
個
人
と
社
舎
と
の
関
係
を
規
定
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
家
と
園
家
の
関
係
を
調
和
さ
せ
て
い
た
と
し
、
そ
れ
に
封
し
て
、
後
者
で
は
、
貴
族
が
家
の
み
を
重
視
し
、
園
家
の
一
員
と
い
う
一
意
識
が
薄
れ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
程
氏
は
周
漠
時
代
と
比
較
し
な
が
ら
、
六
朝
時
代
の
貴
族
の
「
園
家
」
と
「
家
族
」
の
関
係
に
封
す
る
意
識
の
饗
化
を
指
摘
し
て
い
る
。
二
、
名
門
貴
族
の
、
名
門
貴
族
に
よ
る
、
名
門
貴
族
の
た
め
の
文
拳
更
に
程
氏
は
前
掲
の
書
物
の
中
で
、
前
述
の
歴
史
的
な
嬰
化
が
文
撃
に
現
れ
た
例
と
し
て
、
陵
機
の
「
思
親
賦
」
や
先
祖
を
稽
賛
し
た
「
述
徳
賦
」
「
述
先
賦
」
な
ど
の
僻
賦
、
昨
臨
機
と
陸
雲
の
よ
う
な
賓
兄
弟
や
、
謝
霊
運
と
謝
恵
淫
ら
の
よ
う
な
一
族
の
者
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
贈
答
詩
、
謝
霊
還
が
組
先
を
稽
貸
し
た
「
述
徳
詩
並
序
」
、
祖
先
を
穣
(mv 
貸
し
て
自
分
へ
の
戒
め
と
し
た
潜
岳
の
「
家
風
詩
」
な
ど
の
詩
の
他
、
家
停
・
家
譜
、
頒
・
賛
、
そ
し
て
家
訓
・
家
誠
を
奉
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
不
特
定
多
数
の
請
者
で
は
な
く
、
作
者
の
一
族
か
一
族
の
中
の
特
定
の
者
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
程
氏
が
奉
げ
る
作
品
の
時
代
に
注
目
す
る
と
、
耳
目
宋
時
代
の
も
の
が
特
に
多
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
東
督
末
の
名
門
陽
夏
謝
氏
出
身
の
謝
混
「
誠
族
子
詩
」
を
取
り
上
げ
る
。
作
者
の
字
は
叔
源
と
い
い
、
東
晋
の
名
宰
相
謝
安
の
孫
で
、
謝
霊
運
が
青
年
の
こ
ろ
に
一
族
の
領
袖
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
ず
は
こ
の
作
品
の
制
作
の
背
景
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
(
謝
)
混
風
格
高
峻
，
少
所
交
納
。
唯
輿
族
子
霊
運
、
瞬
、
曜
、
弘
微
並
以
文
義
賞
舎
，
嘗
共
宴
慮
，
居
在
烏
衣
巷
，
故
謂
之
烏
衣
之
遊
。
混
五
品
一
E
ロ
詩
所
云
「
昔
矯
烏
衣
遊
，
戚
戚
皆
親
姪
」
者
也
。
其
外
雄
復
高
涜
時
春
，
莫
敢
造
門
(
混
は
風
格
高
峻
に
し
て
、
交
納
す
る
所
少
な
し
。
唯
だ
族
子
霊
運
、
陪
、
曜
、
弘
微
と
並
び
に
文
義
を
以
て
賞
曾
す
る
の
み
に
し
て
、
嘗
て
宴
慮
を
共
に
し
、
居
る
と
こ
ろ
は
烏
衣
巷
に
在
り
、
故
に
之
を
烏
衣
の
遊
と
謂
う
。
混
の
五
言
詩
に
「
昔
烏
衣
の
遊
を
矯
す
、
戚
戚
そ
の
他
に
注
意
す
る
こ
と
は
無
く
な
る
だ
ろ
う
」
、
と
識
す
。
こ
の
「
風
流
」
と
い
う
語
は
、
少
な
く
と
も
東
耳
目
時
代
に
お
い
て
は
、
豊
か
な
教
養
を
基
礎
と
し
た
「
エ
ス
(mv 
プ
リ
を
奔
放
に
示
す
気
ま
ま
さ
、
自
由
閥
這
さ
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
謝
混
は
各
人
の
個
性
を
伸
ば
し
紋
貼
を
正
す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
「
風
流
」
が
得
ら
れ
る
と
識
し
て
い
る
。
こ
の
諸
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
人
格
・
才
能
の
両
面
に
及
ぶ
特
長
は
謝
氏
一
族
の
者
に
意
識
的
に
継
承
さ
れ
た
家
風
で
も
あ
り
、
「
風
流
」
を
得
る
こ
と
は
、
族
の
と
し
て
皆
親
姪
な
り
」
と
云
う
所
の
者
な
り
。
其
の
外
は
復
た
高
流
時
春
と
難
も
、
敢
え
て
門
に
造
る
莫
し
)
。
こ
こ
に
は
、
有
名
な
「
烏
衣
の
遊
」
の
寅
態
が
記
さ
れ
て
い
る
。
謝
混
は
烏
衣
巷
で
謝
霊
淫
ら
族
子
と
「
宴
慮
を
共
に
し
」
て
「
文
義
を
以
て
賞
舎
」
し
た
が
、
一
族
以
外
の
者
な
ら
ば
、
「
高
流
時
春
」
の
者
で
も
、
そ
の
集
ま
り
を
敬
遠
し
て
参
加
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
閉
鎖
的
な
舎
に
お
い
て
、
謝
混
が
族
子
ら
を
勘
ま
す
た
め
に
制
作
し
た
の
が
「
誠
族
子
詩
」
で
あ
る
。
嘗
因
酎
宴
之
徐
，
再
周
韻
語
以
奨
勧
霊
濯
、
賂
等
臼
「
康
雄
木
誕
遁
度
，
賓
有
名
家
韻
，
若
加
縄
染
功
，
副
釜
乃
理
瑳
。
宣
明
健
遠
識
，
穎
蓬
E
沈
僑
，
若
能
去
方
執
，
穆
穆
三
才
順
。
阿
多
標
猫
解
，
弱
冠
纂
華
胤
・
質
勝
誠
無
文
・
其
街
叉
能
峻
。
遁
遠
懐
清
悟
，
采
采
擦
蘭
訊
，
直
轡
鮮
不
顕
，
抑
用
解
偏
客
。
微
子
基
微
倫
，
無
勧
由
慕
蘭
，
勿
軽
一
貸
少
，
進
往
終
千
例
。
数
子
勉
之
哉
，
風
流
由
爾
振
，
如
不
犯
所
知
，
此
外
無
所
慎
」
(
嘗
て
酎
宴
の
徐
に
因
り
、
韻
語
を
矯
り
て
以
て
霊
濯
、
槍
等
を
奨
勤
し
て
日
く
「
康
梁
は
逼
度
を
誕
{
ほ
し
い
ま
ま
}
に
し
、
寅
に
名
家
の
韻
有
り
、
若
し
縄
染
の
功
を
加
え
、
釜
を
副
か
ば
乃
わ
ち
現
瑳
と
な
ら
ん
。
宣
明
は
遠
識
を
健
し
、
穎
遣
に
し
て
且
つ
沈
僑
な
り
、
若
し
能
く
方
執
を
去
ら
ば
、
穆
穆
と
し
て
三
才
順
わ
ん
。
阿
多
は
濁
り
解
す
る
こ
と
を
標
{
た
か
}
く
、
弱
冠
に
し
て
華
胤
を
纂
{
つ
}
ぐ
、
質
勝
り
て
文
無
き
を
誠
め
ば
、
其
れ
倫
く
し
て
叉
た
能
く
峻
な
ら
ん
。
逗
速
は
清
悟
を
懐
き
、
采
采
と
し
て
蘭
訊
に
擦
{
あ
ら
}
わ
す
、
轡
を
直
く
一
貨
を
少
く
こ
と
を
軽
ん
ず
る
勿
か
れ
、
進
め
往
か
ば
絡
に
千
仰
な
ら
ん
と
す
。
数
子
之
を
勉
め
よ
、
風
流
爾
ら
よ
り
振
る
わ
ん
、
如
し
知
る
所
を
犯
さ
ず
ん
ば
、
此
の
外
に
慎
し
む
所
無
し
」
)
し
て
顕
か
ざ
る
こ
と
鮮
し
、
抑
え
て
用
っ
て
偏
客
を
解
け
。
微
子
は
微
倫
に
基
づ
き
、
由
っ
て
簡
を
慕
う
に
勧
{
う
}
む
無
し
、
「
康
梁
」
は
謝
霊
運
、
「
宣
明
」
は
謝
晦
、
「
阿
多
」
は
謝
曜
、
「
遁
遠
」
は
謝
縮
、
「
微
子
」
は
謝
弘
微
を
指
す
。
こ
の
作
品
は
、
五
名
の
族
子
を
字
や
幼
名
、
あ
る
い
は
爵
位
名
で
奉
げ
、
各
人
の
紋
勲
を
指
摘
し
て
そ
の
克
服
方
法
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
五
名
全
員
に
向
け
て
、
「
数
子
之
を
勉
め
よ
、
風
流
爾
由
り
振
る
わ
ん
、
如
し
知
る
所
を
犯
さ
ず
ん
ば
、
此
の
外
に
慢
し
む
所
無
し
」
、
「
お
前
た
ち
ょ
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
忠
賞
に
守
っ
て
違
反
し
な
け
れ
ば
、
「
風
流
」
は
そ
こ
か
ら
設
揮
さ
れ
、
策
審
を
高
め
る
こ
と
を
も
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
耳
目
宋
の
名
門
貴
族
た
ち
は
我
が
一
族
に
の
み
目
を
向
け
て
い
た
た
め
に
、
一
族
の
繁
祭
を
願
う
主
題
は
、
そ
の
他
の
詩
賦
や
何
種
類
か
の
散
文
に
も
具
健
的
に
描
か
れ
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
一
義
的
に
は
彼
ら
一
族
の
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
「
文
拳
集
圏
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
後
漢
末
の
曹
氏
や
舜
梁
時
代
の
粛
氏
と
い
っ
た
皇
帝
や
皇
族
が
主
宰
す
る
も
の
で
は
な
く
、
名
門
貴
族
の
中
の
年
長
の
有
力
者
が
主
宰
し
、
A
お〕
一
族
の
子
弟
を
教
え
導
く
場
で
あ
っ
た
。
E
目
宋
時
代
の
名
門
貴
族
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
一
族
の
優
秀
さ
は
常
に
他
の
家
族
と
区
別
さ
れ
た
唯
一
無
二
の
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
た
。
謝
家
の
「
風
流
」
は
そ
の
《
mm
〕
一
例
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
普
遍
性
を
志
向
し
、
個
別
性
や
具
韓
性
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
梁
府
と
い
う
形
で
、
一
族
の
繁
祭
を
祈
願
す
る
と
い
う
殻
想
は
起
き
に
く
ぃ
。
名
門
貴
族
が
自
分
の
一
族
の
繁
栄
の
祈
願
を
文
拳
作
品
の
中
で
一
読
う
場
合
、
前
掲
の
謝
混
の
作
品
の
よ
う
に
作
品
の
受
け
手
を
明
示
し
、
具
健
的
に
繁
築
へ
の
道
筋
を
述
べ
る
と
い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
「
園
家
」
よ
り
ご
族
」
の
幸
一
一
踊
を
優
先
さ
せ
た
た
め
に
、
幸
福
な
家
族
を
象
徴
的
に
描
い
た
古
齢
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
を
、
園
家
の
繁
栄
を
祈
る
歌
へ
設
展
さ
せ
る
こ
と
も
行
わ
な
か
っ
た
。
一
連
の
築
府
の
「
古
齢
系
」
模
擬
作
の
数
が
貌
耳
目
宋
時
代
に
少
な
い
と
い
う
事
賓
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
、
南
靭
斉
・
王
融
が
コ
ニ
婦
艶
」
を
制
作
し
た
こ
と
の
意
義
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
謝
氏
と
同
じ
く
膏
宋
時
代
の
名
門
中
の
名
円
で
あ
る
東
邪
の
王
氏
の
出
で
あ
る
替
の
王
融
が
、
古
僻
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
の
末
六
句
と
基
本
的
に
内
容
が
同
じ
で
あ
る
「
三
婦
艶
」
を
制
作
し
た
こ
と
は
詮
呈
息
さ
れ
る
。
注
八
で
原
文
を
奉
げ
た
よ
う
に
、
現
存
最
古
の
コ
二
一
婦
艶
」
で
あ
る
宋
・
劉
鎌
の
作
品
は
「
非
古
齢
系
」
で
あ
っ
た
が
、
王
融
の
作
品
は
古
辞
「
相
逢
行
」
の
末
六
匂
と
字
句
が
ほ
と
ん
ど
饗
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
古
僻
系
」
に
分
類
さ
れ
る
。
王
融
は
周
知
の
ご
と
く
寛
陵
王
篇
子
良
の
八
友
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
が
、
車
両
の
武
帝
の
次
の
皇
帝
に
寛
陵
王
を
卸
位
さ
せ
よ
う
と
積
極
的
に
動
い
た
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
そ
の
運
動
は
失
敗
し
、
彼
自
身
そ
の
罪
に
問
わ
れ
て
獄
死
す
る
の
で
あ
る
が
(
『
南
費
量
閏
』
巻
四
七
本
俸
〉
、
彼
は
「
斉
明
王
僻
」
(
『
祭
府
詩
集
』
巻
五
六
)
、
「
永
明
梁
」
(
『
築
府
詩
集
』
巻
七
五
)
、
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
(
『
文
選
』
巻
四
六
)
な
ど
の
賓
室
を
統
領
す
る
作
品
を
残
し
て
い
る
。
特
に
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
は
南
朝
だ
け
で
な
く
北
朝
で
も
有
名
だ
っ
た
ら
し
く
、
北
貌
の
宋
弁
が
使
者
と
し
て
賓
朝
を
訪
問
し
た
と
き
、
彼
を
も
て
な
し
た
王
融
自
身
か
ら
そ
の
文
章
を
借
り
て
讃
み
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
昔
観
相
如
『
封
鵡
』
，
以
知
漠
武
之
徳
，
今
覧
王
生
『
詩
序
』
，
用
見
車
両
王
之
盛
(
昔
相
如
の
『
封
緯
』
用
て
費
王
の
盛
を
見
る
)
」
を
観
、
以
て
漢
武
の
徳
を
知
る
。
今
王
生
の
『
詩
序
』
を
賞
、
か
つ
て
は
司
馬
相
如
の
「
封
鵡
文
」
を
讃
ん
で
漢
武
帝
の
徳
を
知
り
、
こ
の
た
び
王
融
の
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
を
讃
み
、
融
問
-
帝
の
隆
盛
を
知
っ
た
、
と
宋
弁
は
一
言
一
う
。
作
者
本
人
を
目
の
前
に
し
た
こ
の
言
葉
に
世
僻
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
敵
園
か
ら
来
た
使
者
か
ら
右
の
言
葉
を
引
き
出
し
た
と
い
う
黙
で
、
こ
の
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
の
顛
末
は
『
宋
書
』
『
南
賓
室
閏
』
『
南
史
』
の
各
本
紀
や
列
停
に
詳
し
い
が
、
清
・
越
翼
は
『
廿
二
史
劉
記
』
巻
十
一
「
宋
子
孫
屠
毅
之
惨
」
の
僚
作
品
は
最
大
の
成
果
を
牧
め
た
と
き
ロ
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
名
門
出
身
な
が
ら
、
王
融
は
「
園
家
」
に
積
極
的
に
近
づ
い
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
「
古
僻
系
」
の
彼
の
「
三
婦
艶
」
も
そ
の
成
果
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
、
王
融
と
同
じ
く
寛
陵
王
の
八
友
の
一
人
で
名
門
陳
郡
陽
夏
の
謝
氏
出
身
の
謝
眺
も
、
「
惰
王
鼓
吹
曲
」
や
「
永
明
梁
」
を
制
作
し
て
費
朝
や
皇
族
を
頒
し
、
自
分
【鎚〕
の
自
掃
の
謀
反
計
量
を
朝
廷
に
密
告
し
、
積
極
的
に
「
圏
家
」
へ
接
近
し
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
(
却
)
南
朝
費
梁
時
代
、
名
門
貴
族
王
謝
に
昔
日
の
勢
い
は
無
く
、
王
融
と
謝
跳
た
ち
の
行
動
と
幾
つ
か
の
文
事
作
品
は
そ
の
裏
返
し
で
あ
っ
た
と
解
轄
で
き
る
。
彼
ら
が
積
極
Am〕
的
に
「
園
家
」
に
接
近
し
た
の
は
、
自
ら
の
築
達
と
自
家
の
再
興
を
企
圃
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
賓
に
お
い
て
彼
ら
は
結
局
敗
れ
去
っ
た
が
、
名
門
貴
族
が
「
図
家
」
を
頒
す
る
作
品
を
数
多
く
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
費
朝
に
お
け
る
大
き
な
饗
化
で
あ
る
。
五
、
梁
靭
以
前
の
皇
室
内
部
の
不
和
翻
っ
て
み
れ
ば
、
梁
朝
以
前
、
皇
室
内
部
で
一
つ
の
「
家
族
」
と
し
て
和
合
し
て
い
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
三
回
幽
貌
の
初
代
文
帝
曹
至
は
皇
族
を
冷
遇
す
る
政
策
を
採
り
、
同
母
弟
曹
植
ら
を
地
方
に
縛
封
し
て
中
央
の
政
治
に
参
輿
さ
せ
ず
、
皇
室
の
者
同
士
の
交
流
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
「
求
遁
親
親
表
」
を
曹
植
が
執
筆
す
る
原
因
と
な
っ
た
。
こ
の
上
奏
文
は
、
皇
室
の
者
同
士
の
交
流
を
認
め
て
欲
し
い
と
中
央
に
嘆
願
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
遠
慕
「
鹿
鳴
」
君
臣
之
宴
，
中
一
一
詠
「
裳
様
」
匪
他
之
誠
。
下
思
「
伐
木
」
友
生
之
義
，
終
懐
「
萎
義
」
岡
極
之
哀
(
遠
く
「
鹿
鳴
」
様
」
匪
他
の
誠
を
一
認
可
っ
。
下
に
「
伐
木
」
友
生
の
義
を
思
い
、
終
に
「
萎
義
」
同
極
の
哀
を
懐
う
)
の
君
臣
の
宴
を
慕
い
、
中
に
「
業
文
中
の
「
鹿
鳴
」
「
栄
様
」
「
伐
木
」
「
参
議
」
は
、
い
ず
れ
も
『
詩
経
』
小
雅
の
作
品
で
あ
る
。
「
鹿
嶋
」
は
君
臣
、
「
業
様
」
は
兄
弟
、
「
伐
木
」
は
友
人
と
の
和
合
の
宴
を
歌
っ
た
作
品
で
あ
る
が
、
曹
植
に
と
っ
て
嘗
時
の
朕
況
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
歌
わ
れ
た
状
況
と
は
正
反
射
で
あ
り
、
孝
行
を
果
た
せ
な
い
悲
し
み
を
歌
っ
た
「
参
議
」
の
(
M
M】
よ
う
な
苦
し
み
に
自
分
や
そ
の
他
の
皇
族
が
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
苗
田
植
は
「
家
族
」
か
ら
も
「
園
家
」
か
ら
も
孤
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
詩
経
』
小
雅
が
頒
し
た
よ
う
な
理
想
的
な
和
合
か
ら
か
け
離
れ
た
朕
況
で
あ
っ
た
。
次
の
西
耳
目
時
代
に
は
八
人
の
皇
族
の
王
が
権
力
争
い
を
繰
り
康
げ
た
こ
と
は
周
知
の
事
寅
で
あ
る
。
南
朝
時
代
に
入
っ
て
、
宋
費
の
皇
帝
は
皇
族
の
ほ
と
ん
ど
を
殺
毅
し
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
一
四
(
宋
)
孝
武
既
以
多
殺
文
帝
子
而
紹
嗣
、
明
一
帝
一
叉
以
多
殺
孝
武
子
，
而
其
子
亡
園
田
煩
身
，
無
復
矛
遁
，
員
所
謂
自
作
之
撃
也
(
孝
武
は
既
に
多
く
文
一
帝
の
子
を
殺
し
て
嗣
を
紹
つ
を
以
っ
て
、
明
一
帝
も
叉
た
多
く
孝
武
の
子
を
殺
し
、
其
の
子
は
園
を
亡
ぽ
し
身
を
演
す
を
以
っ
て
、
復
た
矛
遁
無
し
、
異
に
所
謂
自
作
の
撃
な
り
)
宋
の
孝
武
帝
劉
駿
は
文
一
帝
劉
義
隆
の
子
供
た
ち
を
殺
し
て
後
継
ぎ
を
絶
っ
た
。
加
え
て
明
帝
劉
惑
も
ま
た
孝
武
帝
の
子
を
数
多
く
殺
し
、
彼
の
息
子
で
あ
る
後
廠
-
帝
劉
豆
は
閣
を
亡
ぼ
し
自
ら
も
命
を
落
と
し
た
。
こ
う
し
て
劉
宋
王
朝
に
は
後
縫
が
誰
も
い
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
本
営
に
所
謂
「
身
か
ら
出
た
さ
び
」
と
い
う
、
も
の
だ
。
同
書
は
斉
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
言
う
。
至
費
高
、
武
子
孫
，
則
皆
明
帝
一
人
所
殺
，
其
惨
毒
自
古
所
未
有
也
(
賓
の
高
・
武
の
子
孫
に
至
り
て
は
、
則
ち
皆
明
帝
一
人
の
殺
す
所
と
な
る
、
其
の
惨
毒
古
よ
り
(M) 
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
)
劉
宋
王
朝
は
ま
だ
そ
れ
で
も
複
数
の
君
主
に
よ
っ
て
一
族
の
殺
害
が
局
さ
れ
た
が
、
替
の
高
一
帝
粛
這
成
と
武
帝
蒲
蹟
の
子
孫
に
至
っ
て
は
、
明
帝
一
粛
驚
一
人
に
よ
っ
て
皆
殺
A
お》
し
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
惨
劇
は
前
代
未
開
で
あ
っ
た
。
中
央
の
皇
室
が
こ
の
よ
う
な
賦
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
耳
目
宋
時
代
の
人
々
が
「
図
家
」
を
顧
み
ず
、
我
が
「
家
族
」
の
こ
と
だ
け
し
か
考
え
な
く
な
っ
た
背
景
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
時
代
は
、
蹴
立
し
た
集
圏
同
士
の
抗
争
だ
け
で
な
く
、
各
集
国
の
内
部
で
も
血
で
血
を
洗
う
激
し
い
抗
争
が
繰
り
虞
げ
ら
れ
て
い
た
。
六
、
梁
武
帝
蒲
街
の
政
策
と
文
事
制
作
前
述
の
ご
と
く
、
努
代
に
は
名
門
貴
族
衰
退
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
た
が
、
そ
の
こ
ろ
登
場
し
た
の
が
、
優
秀
な
軍
人
で
あ
旬
、
有
能
な
政
治
家
で
あ
り
、
(
叫
却
〕
化
人
で
も
あ
っ
た
篇
街
で
あ
っ
た
。
梁
朝
を
創
始
し
た
彼
の
政
治
方
面
の
業
績
が
多
岐
に
豆
る
こ
と
は
数
多
く
の
指
摘
が
既
に
あ
る
が
、
何
よ
り
、
粛
街
の
人
材
登
用
方
面
一
流
の
文
の
政
策
で
そ
れ
以
前
の
王
朝
と
異
な
っ
て
い
た
の
は
、
前
王
朝
の
皇
族
や
功
臣
を
根
絶
や
し
に
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
蒲
子
俗
・
子
範
・
子
願
・
子
雲
と
い
え
ば
、
南
斉
の
務
章
文
献
玉
粛
出
艇
の
子
で
あ
る
。
彼
ら
は
粛
街
の
遠
戚
と
は
言
え
、
宋
脅
爾
靭
草
創
の
際
の
例
に
鑑
み
れ
ぱ
梁
靭
創
建
の
際
に
殺
害
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
史
書
は
、
彼
ら
に
射
す
る
粛
街
の
次
の
言
葉
を
記
録
し
て
い
る
。
我
政
言
江
左
以
来
，
代
謝
必
相
諒
毅
，
此
是
傷
於
和
気
，
所
以
園
詐
例
不
霊
長
(
我
は
政
{
ま
さ
}
に
言
う
、
江
左
以
来
、
代
謝
す
る
に
必
ず
相
諒
毅
す
、
此
れ
は
是
《
明
M
V
る
、
圏
一
昨
の
例
{
お
お
む
}
ね
霊
長
な
ら
ざ
る
所
以
な
り
、
と
)
れ
和
気
を
傷
{
や
ぶ
}
菅
の
南
波
以
来
、
王
朝
交
代
の
際
に
は
必
ず
前
王
朝
の
者
た
ち
を
殺
毅
し
た
。
こ
の
こ
と
は
新
王
朝
の
人
々
の
和
合
の
気
(
「
和
気
」
)
を
蹴
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
ど
の
で
は
、
文
撃
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
前
述
の
ご
と
く
粛
街
は
王
融
や
謝
跳
と
共
に
寛
陵
王
粛
子
良
の
文
庫
干
集
商
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
「
八
友
」
の
一
人
で
王
朝
も
全
て
短
命
で
あ
っ
た
。
驚
街
は
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
南
斉
の
皇
族
で
あ
る
篇
子
情
ら
を
殺
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
の
言
葉
の
中
で
、
以
前
は
王
朝
が
交
代
す
る
度
に
必
ず
殺
裁
が
行
わ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
和
合
の
気
が
鋭
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
個
所
が
注
意
さ
れ
る
。
森
三
樹
三
郎
氏
は
、
粛
街
の
治
世
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
梁
の
武
一
帝
一
は
、
何
よ
り
も
寛
容
仁
慈
の
君
主
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
政
治
は
、
仁
慈
の
精
紳
を
根
本
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
武
帝
に
好
A
初〕
感
を
持
た
ぬ
論
者
さ
え
、
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
賓
で
あ
る
。
森
氏
は
、
前
掲
の
粛
子
協
兄
弟
に
謝
す
る
慮
遇
を
、
粛
街
の
{犯》
「
仁
慈
」
政
治
の
例
の
一
つ
と
し
て
奉
げ
て
い
る
。
中
閣
の
撃
者
で
は
、
周
一
良
氏
も
同
様
で
あ
る
。
あ
り
、
大
貴
族
王
謝
の
「
園
家
」
へ
の
接
近
と
い
う
時
代
の
大
き
な
饗
化
を
間
近
で
目
撃
し
て
い
た
。
そ
の
彼
が
梁
朝
に
お
い
て
は
、
文
撃
の
先
導
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
の
一
人
で
あ
っ
た
沈
約
は
、
粛
術
の
生
前
に
編
纂
し
た
粛
街
の
作
品
集
の
序
文
で
、
粛
街
の
詩
歌
制
作
の
寅
際
の
賦
況
と
そ
こ
で
制
作
さ
A
M判
〕
れ
た
作
品
の
性
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
彼
と
同
じ
く
「
寛
陵
の
八
友
」
藍
於
設
虞
霊
園
，
慢
梁
在
鏑
、
「
鹿
嶋
」
「
四
牡
」
、
「
皇
華
」
「
裳
様
」
之
歌
，
「
伐
木
」
「
采
萩
」
、
「
出
車
」
「
杖
社
」
之
諜
，
皆
一
詠
志
摘
藻
，
慶
命
霊
臣
(
虞
を
霊
園
に
設
け
、
健
楽
す
る
に
鏑
に
在
る
に
畳
、
び
、
「
鹿
鳴
」
「
四
牡
」
、
「
皇
華
」
「
栄
様
」
ば
し
、
虞
く
霊
臣
に
命
ず
)
。
l
沈
約
「
梁
武
帝
集
序
」
の
歌
、
「
伐
木
」
「
采
綴
」
、
「
出
車
」
「
秋
杜
」
の
謀
、
皆
な
志
を
一
詠
い
藻
を
摘
{
の
}
「
虞
{
キ
ョ
ご
は
鍾
鼓
を
つ
る
す
妻
。
「
霊
園
」
は
、
『
詩
経
』
大
雅
「
震
蓋
」
に
見
ら
れ
る
、
周
の
文
王
の
一
種
の
動
物
園
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
皇
帝
所
有
の
庭
園
と
解
卒得
のす
時れ
代ば
とよ
ない
りで
肩争
の 'J
武 2
玉一
番替
では
臣周
F の
た都
.， 0 
>- ." 
量詩
を奮
堅金
音二
梁魚
~藻
師」
酒に
~は
し王
λt 在
ち在
4二鏑
y 
を害
事築
てLE飲
酒
右
に圭
奉在
~!り
り主主
号2
り可円、
E王室
堅苦
思議
E士酒
皇±華」
」と
長あ
様 q
長事
き毒
「
采
被
」
「
出
車
」
「
秋
杜
」
は
全
て
『
詩
経
』
小
雅
の
作
品
名
で
あ
り
、
周
の
文
王
・
武
玉
の
太
卒
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
停
え
ら
れ
る
「
正
雅
」
の
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
一
族
、
友
人
の
い
ず
れ
か
を
も
て
な
す
か
、
外
交
の
使
者
、
異
民
族
と
の
戟
争
に
赴
く
将
卒
、
ま
た
戦
争
か
ら
蹄
還
し
た
将
卒
の
い
ず
れ
か
を
勢
う
宴
を
開
き
、
人
々
の
結
束
を
強
め
、
天
下
の
卒
和
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
歌
で
あ
る
。
陸
徳
明
の
『
経
典
緯
文
』
巻
六
は
以
下
の
よ
う
毛
序
に
よ
れ
ば
、
右
の
八
篇
の
作
品
は
、
臣
下
、
嘉
賓
言
つ従
『
鹿
鳴
』
至
『
著
書
者
義
』
凡
二
十
二
篇
，
皆
正
小
雅
。
六
篇
亡
，
今
唯
十
六
篇
。
従
此
(
鹿
鳴
)
至
『
魚
麗
』
十
篇
，
是
文
武
之
小
雅
。
先
其
文
王
以
治
内
，
後
其
武
王
以
治
外
，
宴
勢
嘉
賓
，
親
睦
九
族
，
事
非
隆
重
，
故
矯
小
雅
。
皆
要
人
之
迩
，
故
謂
之
正
(
『
鹿
鳴
』
よ
り
『
著
書
者
義
』
に
至
る
凡
そ
二
十
二
篇
、
皆
な
正
五
ム
ノ、
小
雅
な
り
。
六
篇
亡
、
び
、
今
は
唯
十
六
篇
あ
る
の
み
。
此
れ
よ
り
『
魚
麗
』
に
至
る
十
篇
、
是
れ
文
武
の
小
雅
な
り
。
其
の
文
王
以
て
内
を
治
む
る
を
先
に
し
、
其
の
武
主
以
て
外
を
治
む
る
を
後
に
し
、
嘉
貧
を
宴
勢
し
、
九
族
を
親
睦
す
、
事
は
隆
重
に
非
ず
、
放
に
小
雅
と
矯
す
。
皆
聖
人
の
迩
な
り
、
故
に
之
を
正
と
謂
う
)
。
陸
徳
明
に
よ
れ
ば
小
雅
の
冒
頭
の
「
鹿
嶋
」
か
ら
「
蕎
著
者
義
」
ま
で
お
よ
そ
二
十
二
篇
あ
り
、
そ
れ
ら
は
皆
「
正
小
雅
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
六
篇
は
散
逸
し
、
今
と
な
っ
て
は
十
六
篇
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
「
鹿
鳴
」
か
ら
「
魚
麗
」
ま
で
の
十
篇
は
周
の
文
玉
と
武
王
を
歌
っ
た
小
雅
で
あ
る
。
文
王
が
そ
れ
に
よ
っ
て
圏
内
を
治
め
た
諸
篇
を
先
に
置
き
、
武
王
が
圏
外
を
卒
定
し
た
諸
篇
を
後
に
置
く
。
上
記
の
十
篇
の
中
の
あ
る
篇
は
嘉
賓
を
宴
で
発
う
こ
と
を
歌
い
、
あ
る
篇
は
九
族
を
親
睦
さ
せ
る
こ
と
を
歌
う
。
歌
わ
れ
て
い
る
事
は
重
々
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
「
小
雅
」
な
の
で
あ
る
。
ど
れ
も
聖
人
の
足
跡
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
ら
を
「
正
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
、
沈
約
の
こ
の
序
は
『
詩
経
』
に
由
来
す
る
典
故
を
用
い
て
、
粛
街
に
よ
っ
て
世
に
天
下
泰
卒
が
粛
さ
れ
た
こ
と
を
頒
し
、
彼
が
宴
で
歌
っ
た
歌
は
『
詩
経
』
の
「
正
雅
」
に
類
し
、
「
志
を
一
一
詠
い
藻
を
摘
{
の
}
ば
し
」
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
作
品
に
唱
和
す
る
こ
と
を
「
康
く
重
臣
に
命
」
じ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
多
少
の
誇
張
や
美
化
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
粛
街
が
宴
で
制
作
し
た
作
品
を
、
暖
昧
で
あ
り
ふ
れ
た
美
僻
で
稀
え
る
の
で
は
な
く
、
『
詩
一
経
』
の
「
正
雅
」
の
具
種
的
な
作
品
名
を
取
り
上
げ
て
そ
れ
ら
に
比
し
て
い
る
こ
と
は
、
粛
術
の
文
事
作
品
の
性
質
と
制
作
の
状
況
を
指
し
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
粛
術
の
文
事
制
作
の
場
は
宴
で
あ
り
、
彼
の
作
品
が
「
嘉
賓
を
宴
努
し
、
九
族
を
親
睦
」
す
る
と
い
う
、
人
々
の
和
合
を
テ
l
マ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
《必〕
た
と
沈
約
は
看
倣
し
て
い
た
と
言
え
る
。
李
山
氏
は
『
詩
経
』
小
雅
の
宴
飲
詩
を
「
和
の
頒
歌
」
と
呼
ん
だ
。
人
々
の
「
和
気
」
が
「
傷
」
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
前
王
朝
の
皇
族
で
あ
っ
た
粛
子
俗
兄
弟
を
厚
遇
し
た
粛
術
と
、
彼
と
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
る
沈
約
の
二
人
は
、
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
お
よ
び
「
三
婦
艶
」
の
「
士
口
癖
系
」
模
擬
作
品
を
残
し
た
。
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
『
詩
経
』
小
雅
の
宴
飲
詩
な
ど
に
見
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
や
特
徴
的
表
現
が
盛
り
、
込
ま
れ
、
あ
る
一
族
の
和
合
し
た
幸
福
な
姿
を
描
鶏
す
る
こ
と
を
遁
し
て
園
家
の
卒
和
が
言
嗣
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
文
章
で
作
品
名
は
具
値
的
に
拳
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
、
ば
、
別
稿
お
よ
び
本
稿
の
針
象
で
あ
る
一
連
の
祭
府
作
品
も
、
「
正
雑
」
に
類
し
、
人
々
の
和
合
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
結
『
詩
経
』
「
正
雅
」
的
世
界
の
希
求
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
楽
府
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
「
三
婦
艶
」
の
「
古
辞
系
」
模
擬
作
品
群
は
、
『
詩
経
』
小
雅
の
中
で
も
、
人
身
の
和
合
を
言
祝
い
だ
「
正
七
雅
」
が
頒
し
た
理
想
的
世
界
の
賓
現
を
希
求
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
人
・
々
が
血
で
血
を
洗
う
よ
う
な
抗
争
に
明
け
暮
れ
、
園
家
の
紐
帯
が
弱
ま
っ
た
時
代
の
直
後
に
、
こ
の
よ
う
な
作
品
群
を
、
時
の
皇
帝
や
皇
族
、
高
名
な
文
人
た
ち
が
制
作
し
た
こ
と
自
健
、
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
梁
代
に
お
け
る
「
古
齢
系
」
模
擬
作
品
の
念
檎
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
祉
舎
嬰
革
へ
の
強
い
一
意
志
に
因
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
益(
1
)
本
稿
で
は
、
底
本
と
し
て
中
華
書
局
の
一
九
七
九
年
度
版
を
使
用
し
た
。
(
2
)
北
宋
・
郭
茂
情
『
築
府
詩
集
』
五
O
八
頁
、
巻
三
四
は
「
相
逢
行
.
一
日
相
逢
狭
路
開
行
，
亦
日
長
安
有
狭
邪
行
(
相
逢
行
、
一
に
日
く
相
逢
狭
路
開
行
、
亦
た
日
く
長
安
有
狭
邪
行
)
」
と
述
べ
、
「
相
逢
行
」
は
「
相
逢
狭
路
開
行
」
「
長
安
有
狭
邪
(
斜
)
行
」
と
い
う
別
名
を
持
つ
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
清
代
の
陳
詐
明
は
『
采
薮
堂
古
詩
選
』
(
上
海
士
口
籍
出
版
社
、
二
O
O
八
)
二
九
頁
・
巻
二
「
相
逢
行
」
の
解
説
に
お
い
て
「
末
六
句
後
人
所
掃
局
三
婦
鯖
也
(
末
六
句
は
後
人
の
摘
み
て
三
婦
艶
と
矯
す
所
な
り
)
」
と
述
べ
る
。
(
3
)
こ
の
数
字
は
、
同
じ
系
列
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
陪
上
桑
」
「
採
桑
」
「
日
出
東
南
隅
行
」
「
盤
歌
行
」
「
羅
敷
行
」
「
日
出
行
」
を
合
わ
せ
た
惰
ま
で
の
作
者
数
で
あ
る
。
(
古
僻
・
楚
酔
抄
・
亡
名
氏
含
む
)
(
4
)
『
梁
府
詩
集
』
で
は
謝
恵
連
と
な
っ
て
い
る
が
、
唐
・
『
馨
文
類
衆
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
、
七
四
九
頁
、
巻
四
一
)
で
は
謝
霊
運
と
な
っ
て
い
る
。
今
は
『
類
衆
』
に
従
事
つ
。
(5)
『
玉
蓋
新
一
一
詠
』
に
は
、
古
辞
(
巻
一
)
と
梁
・
張
翠
(
巻
六
)
の
「
相
逢
行
」
、
劉
宋
・
萄
剥
(
巻
一
ニ
)
と
梁
・
武
帝
粛
街
(
巻
七
)
の
「
長
安
有
狭
斜
行
」
、
そ
し
て
梁
・
沈
約
(
巻
五
)
の
コ
ニ
婦
艶
」
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
(
6
)
四
部
叢
刊
本
『
陶
淵
明
集
』
「
陶
淵
明
集
序
」
「
白
壁
微
取
者
，
惟
在
閑
情
一
賦
(
白
壁
の
微
取
は
、
惟
だ
関
情
一
賦
に
在
り
)
。
」
(
7
)
呉
兆
宣
注
『
玉
蓋
新
一
一
詠
築
注
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
九
)
九
一
一
頁
、
巻
一
。
(
8
)
こ
こ
で
全
作
品
の
全
文
を
奉
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
「
古
僻
系
」
模
擬
作
品
の
一
つ
と
し
て
賓
の
主
融
の
「
三
婦
艶
」
を
、
「
非
古
齢
系
」
代
表
と
し
て
西
晋
・
陸
機
の
「
長
安
有
狭
斜
行
」
と
宋
・
劉
鎌
の
ご
一
一
婦
艶
」
の
原
文
を
暴
げ
る
。
(
紙
幅
の
制
限
の
都
合
上
、
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
の
「
古
僻
系
」
模
擬
作
品
の
原
文
は
割
愛
す
る
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
次
の
注
九
で
奉
げ
る
拙
稿
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
)
王
融
「
三
婦
艶
」
「
大
婦
織
締
羅
，
中
婦
織
流
黄
。
小
婦
濁
無
事
，
挟
葱
上
高
堂
。
丈
夫
E
安
坐
，
調
弦
誼
未
央
(
大
婦
は
締
羅
を
織
り
、
中
婦
は
流
黄
を
織
る
。
小
婦
は
濁
り
事
無
く
、
意
を
挟
ん
で
高
堂
に
上
る
。
丈
夫
E
く
安
坐
せ
よ
、
弦
を
調
す
る
こ
と
誼
に
未
だ
央
き
ず
)
。
」
(
『
柴
府
詩
集
』
五
一
八
頁
、
巻
三
五
「
相
和
歌
僻
」
一
O
。
)
陸
機
「
長
安
有
狭
斜
行
」
「
伊
洛
有
妓
路
，
岐
路
交
朱
輪
。
軽
蓋
承
華
景
，
騰
歩
踊
飛
塵
。
鴫
玉
宣
撲
儒
，
窓
戟
皆
俊
民
。
烈
心
属
勤
秋
，
麗
服
鮮
芳
春
。
余
本
倦
瀞
客
，
豪
彦
多
嘗
親
。
傾
蓋
承
芳
訊
，
欲
鳴
嘗
及
展
。
守
一
不
足
払
勺
岐
路
良
可
漣
。
規
行
無
積
迩
，
矩
歩
量
逮
人
。
投
足
緒
己
爾
・
四
時
不
必
循
。
崎
開
法
殊
塗
軌
，
要
子
同
婦
津
(
伊
洛
に
岐
路
有
り
、
岐
路
に
朱
輸
を
交
う
。
軽
蓋
は
華
景
を
承
け
、
騰
歩
し
て
飛
塵
を
臨
む
。
玉
を
鳴
ら
す
は
宣
に
撲
儒
な
ら
ん
や
、
軟
に
惣
る
は
皆
俊
民
な
り
。
烈
心
は
勤
秋
よ
り
属
し
く
、
麗
服
は
芳
春
よ
り
鮮
や
か
な
り
。
余
は
本
と
倦
滋
の
客
な
れ
ど
、
豪
彦
に
奮
親
多
し
。
蓋
を
傾
け
て
芳
訊
を
承
け
、
鳴
か
ん
と
欲
す
れ
ば
嘗
に
震
に
及
ぶ
ベ
し
。
一
を
守
る
こ
と
斡
る
に
足
ら
ず
、
岐
路
は
良
に
遭
う
べ
し
。
規
行
に
績
迩
無
く
、
矩
歩
す
る
も
宣
に
人
に
逮
ば
ん
や
。
足
を
投
ず
る
に
緒
は
巳
に
爾
り
、
四
時
に
は
必
ず
し
も
循
わ
ず
。
絡
に
殊
な
る
塗
の
軌
を
遂
い
、
子
を
鼠
を
同
じ
ゅ
う
す
る
津
に
要
え
ん
と
す
)
。
」
(
『
六
臣
註
文
、
選
』
漸
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
、
五
O
五
頁
、
巻
二
八
。
)
、
劉
鎌
「
三
婦
艶
」
「
大
婦
裁
八
霧
穀
，
中
婦
牒
泳
練
。
小
婦
端
清
景
，
含
歌
登
玉
殿
。
丈
人
且
俳
佃
，
臨
風
傷
流
被
(
大
婦
は
霧
穀
を
裁
ち
、
中
婦
は
旅
練
を
牒
{
か
さ
}
ぬ
。
小
婦
は
清
景
を
端
し
、
歌
を
含
み
て
玉
殿
を
登
る
。
丈
人
且
く
俳
個
せ
よ
、
風
に
臨
ん
で
傷
み
て
震
を
流
さ
ん
)
。
」
(
『
築
府
詩
集
』
五
一
八
頁
、
巻
=
一
五
「
相
和
歌
僻
」
一
O
。
)
陸
機
の
作
品
は
慮
世
の
難
し
さ
を
一
一
詠
い
、
劉
鎌
の
作
品
は
閤
怨
詩
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
非
古
欝
系
」
模
擬
作
に
は
共
通
の
テ
1
7は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
(
9
)
「
深
奥
の
宴
|
梁
代
『
長
安
有
狭
邪
行
』
に
閲
す
る
一
考
察
」
(
一
一
O
O
三
年
七
月
、
東
方
撃
舎
『
東
方
皐
』
第
一
O
六
輯
、
五
三
|
六
五
頁
。
以
下
、
「
別
稿
ご
と
稽
す
)
、
「
不
断
的
梁
舞
、
永
遠
的
一
絹
詳
|
試
論
費
梁
梁
舞
詩
」
(
原
文
中
園
語
。
二
O
O
五
年
八
月
、
香
港
浸
曾
大
撃
『
人
文
中
関
撃
報
』
第
二
期
、
四
八
五
|
五
O
九
頁
。
以
下
、
「
別
稿
一
ご
と
稿
す
)
、
「
H
Z
H
か
ら
n
小
婦
u
へ
|
築
府
『
一
一
一
一
婦
匙
』
の
小
婦
に
つ
い
て
」
(
一
一
O
O
五
年
一
O
月
、
日
本
中
園
事
舎
『
日
本
中
園
事
曾
報
』
第
五
七
集
、
四
八
l
六
二
頁
。
以
下
、
「
別
稿
一
一
一
」
と
稀
す
)
、
「
『
兄
弟
』
の
弱
宅
と
私
宴
|
幾
府
『
相
逢
行
』
『
長
安
有
狭
邪
行
』
の
コ
ニ
子
』
を
め
ぐ
っ
て
」
(
ニ
O
O
六
年
八
月
、
中
園
社
曾
文
化
事
曾
『
中
園
|
社
舎
と
文
化
』
第
一
一
一
一
獄
、
九
三
一
O
七
頁
。
以
下
、
「
別
稿
四
」
と
稽
す
)
。
こ
れ
ら
の
論
考
の
中
で
、
一
連
の
梁
府
の
主
題
に
閲
す
る
初
歩
的
な
考
察
を
述
べ
た
の
は
、
別
稿
四
で
あ
る
。
(
叩
)
桑
原
檎
蔵
著
・
宮
崎
市
定
校
訂
『
中
園
の
孝
遁
』
(
講
談
祉
事
術
文
庫
、
一
九
七
七
。
原
著
は
一
九
三
八
。
)
(
日
)
十
三
経
注
疏
本
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
)
一
六
O
ニ
頁
『
誼
記
正
義
』
巻
四
九
「
祭
統
篇
」
鄭
玄
注
「
『
其
本
一
』
者
，
言
忠
孝
倶
由
『
順
』
出
也
(
『
其
の
本
は
一
な
り
』
と
は
、
忠
孝
倶
に
『
順
』
由
り
出
づ
る
を
言
う
な
り
)
」
(
ロ
)
『
後
漢
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
六
)
九
一
八
頁
、
巻
二
六
「
章
彪
侍
」
。
章
彪
が
孔
子
の
言
葉
と
し
て
引
用
す
る
が
、
章
懐
太
子
李
賢
ら
の
注
に
よ
れ
ば
、
『
孝
経
緯
』
の
文
句
だ
と
い
う
ロ
(
凶
)
十
三
経
注
疏
本
、
二
四
六
三
頁
『
論
語
注
疏
』
巻
二
。
(
川
出
)
渡
濯
信
一
一
郎
「
孝
経
の
園
家
論
ー
ム
干
経
と
漢
王
朝
|
」
(
京
都
大
挙
人
文
科
事
研
究
所
『
中
園
貴
族
制
祉
舎
の
研
究
』
、
一
九
八
七
)
(
日
)
『
韓
非
子
』
「
五
蜜
篇
」
「
夫
君
之
直
臣
・
父
之
暴
子
也
(
夫
れ
君
の
直
臣
は
、
父
の
暴
子
な
り
)
」
「
夫
父
之
孝
子
・
君
之
背
臣
也
(
夫
れ
父
の
孝
子
は
、
君
の
背
臣
な
り
)
」
(
清
・
王
先
償
『
韓
非
子
集
解
』
中
華
書
局
、
一
九
九
八
、
四
四
九
頁
)
、
尾
形
勇
「
漢
代
に
お
け
る
『
家
人
』
と
君
臣
関
係
」
(
『
史
筆
雑
誌
』
八
=
一
回
、
一
九
七
四
)
参
照
。
(
凶
)
唐
長
蒲
「
貌
膏
南
朝
的
君
父
先
後
論
』
(
『
貌
耳
目
南
北
朝
史
論
拾
遺
』
{
中
華
書
局
、
一
九
八
三
}
所
枚
)
参
照
。
ま
た
、
尾
形
勇
氏
は
、
秦
漢
か
ら
貌
耳
目
南
北
朝
時
代
の
史
料
か
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
『
忠
』
『
孝
』
一
本
(
一
本
化
の
こ
と
|
引
用
者
補
て
『
君
臣
』
『
父
子
』
の
一
致
、
『
公
と
私
』
の
未
分
ー
と
い
っ
た
諸
H
事
責
H
は
、
い
ず
れ
も
史
賓
と
し
て
は
認
め
が
た
い
」
「
『
君
臣
』
と
『
父
子
』
と
の
聞
に
は
、
明
快
な
場
の
相
違
が
あ
っ
た
」
(
『
中
園
古
代
の
「
家
」
と
園
家
』
岩
波
書
底
、
一
九
七
九
、
三
三
八
頁
)
(
げ
)
『
殴
徐
叢
考
』
(
中
華
書
局
、
二
O
O
六
)
一
三
八
頁
。
(
同
)
「
六
朝
土
大
夫
の
精
紳
」
(
『
大
坂
大
事
文
事
部
紀
要
』
三
、
一
九
五
回
)
(
ゆ
)
『
世
族
輿
六
割
文
事
』
〈
黒
龍
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
)
四
頁
、
第
一
章
「
世
族
宗
親
倫
理
釣
六
朝
文
皐
題
材
的
影
響
」
。
(
担
程
氏
前
掲
書
一
O
一
一
一
頁
。
(
幻
)
『
宋
書
』
(
中
華
書
局
、
二
0
0
0
)
一
五
九
O
|
一
頁
、
巻
五
八
「
謝
弘
微
停
」
。
(
幻
)
『
宋
書
』
一
五
九
一
頁
、
巻
五
八
「
謝
弘
微
侍
」
。
こ
の
作
品
は
、
注
一
一
四
の
佐
藤
氏
の
書
物
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
(
幻
)
鈴
木
修
次
『
中
園
文
事
と
日
本
文
皐
』
(
東
京
書
籍
、
一
九
七
八
)
一
五
O
頁
「
風
涜
考
」
(
M
)
佐
藤
正
光
『
南
朝
の
門
閥
貴
族
と
文
皐
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
)
第
一
篇
総
論
・
第
一
章
「
謝
氏
の
消
長
と
そ
の
家
風
及
び
文
風
」
参
照
。
(
お
)
程
氏
前
掲
書
第
二
章
「
世
族
及
世
族
文
息
子
集
圏
封
六
朝
交
事
批
評
的
影
響
」
第
一
節
「
世
族
輿
世
族
文
撃
集
園
」
参
照
。
(
お
)
森
瀬
蕎
三
氏
の
『
唐
詩
新
致
』
(
閥
西
大
事
出
版
部
、
一
九
九
八
)
所
牧
「
梁
府
文
撃
の
本
質
に
つ
い
て
」
と
、
松
浦
友
久
氏
の
『
李
白
研
究
持
情
の
構
造
』
(
三
省
堂
、
一
九
七
六
年
)
所
枚
「
李
白
築
府
論
考
上
表
現
機
能
の
完
成
を
め
ぐ
っ
て
」
お
よ
び
『
中
園
詩
歌
原
論
』
(
大
修
館
書
庖
、
一
九
八
六
)
所
牧
「
築
府
・
新
築
府
・
歌
行
論
|
表
現
機
能
の
異
同
を
中
心
九
に
l
」
に
よ
れ
ば
、
梁
府
作
品
と
は
個
々
の
詩
人
の
認
識
や
心
情
を
一
一
詠
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
作
品
を
享
受
す
る
「
共
同
健
成
員
」
の
中
に
普
遍
的
な
「
心
象
・
情
念
」
を
歌
う
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
作
中
の
場
面
は
作
者
の
個
人
的
健
験
で
は
な
く
、
舞
牽
の
一
場
面
の
よ
う
に
描
か
れ
る
と
い
う
。
(
幻
)
『
南
車
両
書
』
八
一
一
一
l
$
3
0
0
一
一
頁
、
本
俸
。
(
お
)
佐
藤
氏
前
掲
書
第
一
篇
総
論
・
第
一
章
「
謝
氏
の
消
長
と
そ
の
家
風
の
繕
承
合
己
|
謝
薙
・
謝
跳
」
お
よ
び
同
書
の
第
二
篇
各
論
・
第
七
章
「
宣
城
時
代
の
謝
跳
」
に
は
、
賞
際
の
行
動
に
お
い
て
も
「
図
家
」
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
後
者
に
お
い
て
、
佐
藤
氏
は
謝
跳
が
義
理
の
父
で
あ
る
王
敬
則
の
謀
反
計
壷
を
朝
廷
に
密
告
し
た
の
は
、
首
時
の
直
接
の
主
君
で
あ
っ
た
粛
驚
に
封
す
る
忠
誠
の
謹
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
「
謝
跳
に
と
っ
て
は
王
敬
則
に
射
す
る
孝
不
孝
だ
け
が
問
題
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
粛
驚
に
封
す
る
忠
不
忠
も
同
時
に
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
m
m
)
沈
約
は
「
奏
弾
王
源
」
の
中
で
「
自
宋
氏
失
御
，
躍
数
彫
衰
，
衣
冠
之
族
.
日
失
其
序
(
宋
氏
御
を
失
い
し
よ
り
，
護
教
彫
衰
し
，
衣
冠
の
族
，
日
に
其
の
序
を
失
う
)
」
(
『
六
臣
註
文
選
』
七
二
六
頁
、
巻
四
O
)
と
述
べ
る
。
「
衣
冠
之
族
」
は
名
門
貴
族
を
指
す
。
「
日
失
其
序
」
の
句
の
典
故
と
し
て
、
李
善
注
は
『
春
秋
左
惇
』
の
隠
公
十
一
年
の
「
周
之
子
孫
、
日
失
其
序
(
周
の
子
孫
、
日
に
其
の
序
を
失
う
)
」
(
十
三
経
注
疏
本
、
一
七
三
六
頁
『
春
秋
左
停
正
義
』
容
四
「
隠
公
一
一
年
」
)
と
い
う
句
を
引
用
す
る
。
沈
約
は
、
「
衣
冠
之
族
」
の
波
落
を
表
現
す
る
に
嘗
た
っ
て
、
『
春
秋
左
侍
』
中
の
周
朝
王
族
の
子
孫
た
ち
の
波
落
を
述
べ
た
記
事
に
見
ら
れ
る
句
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
は
園
を
動
か
し
て
い
た
名
門
貴
族
の
凋
落
ぶ
り
を
強
調
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
曹
遁
衡
氏
は
『
蘭
陵
粛
氏
輿
南
朝
文
事
』
(
中
華
書
局
、
二
O
O
四
)
三
七
頁
で
名
門
王
氏
の
波
落
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
環
邪
王
氏
之
遁
受
況
重
打
撃
，
其
寅
始
子
南
費
時
代
(
頑
邪
の
王
氏
が
大
き
な
打
撃
を
蒙
っ
た
の
は
、
賞
は
南
費
時
代
に
始
ま
る
)
」
ま
た
、
謝
氏
に
つ
い
て
曹
氏
は
同
書
三
九
頁
で
「
但
謝
氏
的
輿
盛
並
未
維
持
多
久
，
謝
安
、
謝
玄
相
繕
去
世
之
後
，
就
趨
於
敗
落
(
し
か
し
、
謝
氏
の
興
隆
は
長
く
は
績
か
な
か
っ
た
。
謝
安
と
謝
玄
が
相
次
い
で
世
を
去
っ
た
後
、
波
落
に
向
か
っ
て
い
っ
た
)
」
と
述
べ
た
あ
と
、
謝
氏
浅
骨
格
の
温
程
を
詳
細
に
辿
っ
て
い
る
。
(ω)
『
南
費
書
』
八
一
七
頁
、
巻
四
七
「
王
融
侍
」
。
「
(
王
)
融
以
父
宮
不
通
，
弱
年
便
欲
紹
興
家
業
(
融
父
の
宮
遁
じ
ざ
る
を
以
て
、
弱
年
に
し
て
便
わ
ち
家
業
を
紹
ぎ
興
さ
ん
と
欲
す
)
。
」
(
出
)
『
六
臣
註
文
選
』
六
七
五
頁
、
巻
三
七
。
(
m
M
)
「
鹿
鳴
」
小
序
「
燕
霊
臣
嘉
賓
也
。
既
欽
食
之
，
叉
寅
幣
吊
僅
僅
，
以
将
其
厚
意
。
然
後
忠
臣
嘉
賓
，
得
壷
其
心
失
(
牽
臣
嘉
寅
を
燕
す
る
な
り
。
既
に
之
に
飲
食
せ
し
め
、
叉
た
幣
南
を
僅
鑑
に
賓
て
、
以
て
其
の
厚
意
を
将
{
す
す
}
む
。
然
る
後
に
忠
臣
嘉
賓
、
其
の
心
を
壷
く
す
を
得
る
)
」
、
(
十
三
経
注
疏
本
、
四
O
五
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
九
之
二
)
、
「
裳
様
」
小
序
「
燕
兄
弟
也
。
関
管
泰
之
失
道
，
故
作
常
様
也
(
兄
弟
を
燕
す
る
な
り
。
管
奈
の
道
を
失
う
を
関
れ
む
、
故
に
常
様
を
作
る
な
り
)
」
(
十
三
経
注
疏
本
、
四
O
七
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
九
之
二
)
、
「
伐
木
」
小
序
「
燕
朋
友
放
醤
也
。
自
天
子
至
子
康
人
，
未
有
不
須
友
以
成
者
。
親
親
以
睦
，
友
賢
不
棄
，
不
遺
故
奮
.
則
民
徳
競
厚
失
(
朋
友
故
奮
を
燕
す
る
な
り
。
天
子
回
り
康
人
に
至
る
ま
で
、
未
だ
友
を
須
い
ず
し
て
成
る
者
有
ら
ず
。
親
に
親
し
み
て
以
て
睦
ま
じ
く
、
賢
を
友
と
し
て
棄
て
ず
、
故
奮
を
這
れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
民
徳
は
厚
き
に
撮
す
)
」
(
十
三
経
注
疏
本
、
四一
O
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
九
之
三
)
、
「
萎
義
」
小
序
「
民
人
勢
苦
，
孝
子
不
得
終
養
爾
(
民
人
は
努
苦
し
、
孝
子
は
養
を
終
う
る
を
得
ざ
る
の
み
)
」
(
十
三
経
注
疏
本
、
四
五
九
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
一
三
之
二
(
お
)
清
・
越
翼
『
廿
二
史
割
記
』
(
中
華
書
局
、
二
O
O
一
)
二
四
一
頁
、
巻
十
一
「
宋
子
孫
屠
毅
之
惨
」
。
(
但
)
『
廿
二
史
劉
記
』
二
四
八
|
九
夏
、
巻
十
二
「
斉
明
一
帝
殺
高
武
子
孫
」
。
(
お
)
他
に
清
・
王
鳴
盛
『
十
七
史
商
権
』
(
北
京
市
中
関
書
底
、
一
九
八
七
)
巻
五
十
四
「
(
宋
)
後
藤
帝
殺
孝
武
帝
子
」
巻
五
十
五
「
粛
驚
殺
高
武
子
孫
」
に
も
同
内
容
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
(
お
)
宮
崎
市
定
『
九
回
開
官
人
法
の
研
究
科
皐
前
史
』
(
中
公
文
庫
、
一
九
九
七
。
原
著
は
一
九
五
六
年
三
月
)
第
二
編
本
論
・
第
四
章
「
梁
陳
時
代
の
新
傾
向
」
、
森
三
樹
三
郎
『
梁
の
武
帝
・
悌
教
王
朝
の
悲
劇
』
(
卒
梁
寺
書
底
、
一
九
五
六
)
第
四
章
「
武
帝
の
政
治
」
、
周
一
良
『
貌
耳
目
南
北
朝
史
論
集
』
(
北
京
大
事
出
版
社
、
二
0
0
0
)
下
編
「
論
梁
武
帝
及
其
時
代
」
(
論
文
末
尾
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論
文
の
脆
稿
は
一
九
八
一
年
)
、
狩
野
直
禎
「
王
倹
俸
の
一
考
察
」
(
川
勝
義
雄
他
編
『
中
園
貴
族
制
社
舎
の
研
究
』
{
京
都
大
事
人
文
科
拳
研
究
所
、
。
一
九
八
七
}
所
牧
)
、
劉
躍
進
『
門
閥
氏
族
輿
永
一
明
文
事
』
(
生
活
・
讃
書
・
新
知
三
聯
書
庖
、
参
照
。
(
幻
)
『
梁
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
七
)
五
O
八
頁
、
巻
三
五
「
粛
子
格
侍
」
。
(
犯
)
『
梁
の
武
一
帝
|
悌
数
王
朝
の
悲
劇
』
四
七
頁
、
第
四
章
「
武
帝
の
政
治
」
。
(
叩
)
前
掲
『
鶏
耳
目
南
北
朝
史
論
集
』
所
牧
「
論
梁
武
帝
及
其
時
代
」
。
(
川
叩
)
粛
街
の
波
年
は
太
清
三
(
西
暦
五
四
九
)
年
で
あ
る
が
、
沈
約
の
波
年
は
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
三
十
六
年
前
の
天
監
二
一
う
こ
と
に
な
る
。
(
位
)
『
義
文
類
東
』
二
六
九
頁
、
巻
一
四
「
梁
武
帝
」
。
(
位
)
十
三
経
注
疏
本
、
五
二
四
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
一
六
之
五
・
大
雅
「
霊
蓋
」
「
王
在
霊
園
・
塵
鹿
依
伏
(
玉
は
霊
園
に
在
れ
ば
、
塵
鹿
依
{
こ
こ
}
に
伏
す
)
。
」
侍
「
園
所
以
域
養
禽
獣
也
。
天
子
は
百
里
，
諸
侯
は
四
十
里
。
霊
園
言
霊
進
行
於
国
也
。
庵
，
牝
也
(
国
は
、
禽
獣
を
域
養
す
る
所
以
な
り
。
天
子
百
里
，
諸
侯
四
十
里
。
霊
園
は
霊
遁
の
固
に
行
わ
る
る
を
言
う
な
り
。
麿
は
、
牝
な
り
)
0
」
鄭
築
「
似
，
所
也
。
女
王
親
至
霊
園
，
規
牝
鹿
所
遊
伏
之
慮
。
言
愛
物
也
(
似
は
、
所
な
り
。
文
王
親
ら
霊
園
に
至
旬
、
牝
鹿
の
遊
伏
す
る
所
の
慮
を
視
る
。
物
を
愛
す
る
を
言
う
な
り
)
。
」
(
必
)
十
三
経
注
疏
本
、
四
八
八
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
一
五
之
一
・
小
雅
「
魚
藻
」
、
鄭
築
「
宣
，
亦
梁
也
。
天
下
卒
安
，
高
物
得
其
性
。
武
王
何
所
慮
乎
。
慮
於
鏑
京
，
梁
八
音
之
柴
，
輿
霊
臣
飲
酒
而
己
(
宣
は
、
亦
た
築
な
り
。
天
下
は
平
安
に
し
て
、
高
物
は
其
の
性
を
得
た
り
。
武
王
は
何
れ
の
所
に
慮
る
か
ロ
錆
京
に
慮
り
、
八
王
国
の
梁
を
柴
し
み
、
輩
臣
と
飲
酒
す
る
の
み
て
」
「
宣
」
は
、
張
衡
「
南
都
賦
」
で
は
「
終
世
築
之
令
儀
」
の
李
善
注
が
「
魚
藻
」
の
こ
の
句
を
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
償
」
と
通
用
す
る
。
(
H
H
)
「
囚
牡
」
小
序
「
努
使
臣
之
来
也
。
有
功
而
見
知
則
説
失
(
使
臣
の
来
る
を
勢
う
な
り
。
功
有
り
て
知
ら
る
れ
ば
則
わ
ち
設
{
よ
ろ
こ
}
ぶ
)
」
(
十
三
経
注
疏
本
、
四
O
五
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
九
之
三
)
、
「
皇
華
(
皇
皇
者
華
)
」
小
序
「
君
遣
使
臣
也
。
迭
之
以
謹
梁
，
-
=
旦
逗
而
有
光
華
也
(
君
使
臣
を
遣
わ
す
な
り
。
之
を
迭
る
に
謹
梁
を
以
っ
て
し
、
遠
く
し
て
光
華
有
る
を
言
う
な
り
)
」
(
十
三
経
注
疏
本
、
四
O
七
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
九
之
一
一
)
、
「
采
瀬
」
「
出
車
」
「
秋
社
」
小
序
「
遁
戊
役
也
。
文
王
之
時
，
西
有
昆
夷
之
患
，
北
有
獄
狭
之
難
，
以
天
子
之
命
，
命
勝
率
，
遺
成
役
，
以
守
衛
中
園
。
故
歌
『
采
議
』
以
遁
之
。
『
出
車
』
以
勢
還
，
『
秋
社
』
以
勤
腸
也
(
成
役
に
遣
わ
す
な
り
。
文
王
の
時
、
西
に
は
昆
夷
の
患
有
り
、
北
に
は
織
統
の
難
有
り
、
天
子
の
命
を
以
っ
て
、
持
率
に
命
じ
、
成
役
に
遭
わ
し
、
以
て
中
園
を
守
衛
せ
し
む
。
故
に
『
采
額
』
を
歌
い
て
以
て
之
を
遣
わ
す
。
『
出
車
』
は
以
て
遺
る
を
努
い
、
『
状
杜
』
は
以
て
踊
る
を
動
{
ね
ぎ
}
ら
う
な
り
)
。
」
(
十
三
経
注
疏
本
、
四
一
一
一
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
九
之
三
)
(
伍
)
『
経
典
緯
文
附
校
勘
記
』
(
中
文
出
版
社
・
一
九
七
二
。
擦
遁
士
山
堂
刊
本
影
印
)
七
六
頁
、
巻
六
「
毛
詩
一
孟
一
回
義
中
」
。
陸
徳
明
の
こ
の
設
は
『
毛
詩
正
義
』
巻
九
之
一
の
疏
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
(
叩
叩
)
筆
者
は
「
六
朝
時
代
の
宴
に
お
け
る
『
言
志
』
|
梁
詩
は
な
ぜ
千
篇
一
律
か
」
(
『
六
朝
晶
子
術
事
舎
報
』
第
八
集
、
二
O
O七
)
に
お
い
て
、
梁
代
詩
人
た
ち
の
作
品
制
作
の
場
の
多
く
が
宴
で
あ
る
こ
と
、
宴
に
お
け
る
創
作
活
動
を
述
べ
る
文
章
の
中
で
「
志
」
と
い
う
語
が
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
梁
代
詩
人
の
作
品
制
作
を
支
え
た
思
想
と
創
作
態
度
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
「
(
一
吉
)
士
山
」
と
は
、
『
尚
書
』
や
『
毛
詩
』
「
大
序
」
が
詩
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た
記
事
に
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
語
の
意
味
再
検
討
し
た
結
果
、
『
毛
詩
』
「
大
序
」
が
想
定
す
る
「
志
」
は
集
圏
の
も
の
で
あ
り
、
古
代
に
お
け
る
詩
歌
の
存
在
意
義
が
集
圏
を
和
合
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
梁
朝
の
宴
で
制
作
さ
れ
た
「
艶
詩
」
は
、
参
加
者
が
和
合
し
、
と
も
に
園
家
の
繁
築
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
、
「
言
志
」
文
事
の
惇
統
を
繕
承
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
(
釘
)
『
詩
経
的
文
化
精
神
』
(
東
方
出
版
社
、
一
九
九
七
)
九
二
頁
。
※
本
研
究
は
、
卒
成
二
十
二
年
度
科
事
研
究
費
補
助
金
(
若
手
研
究
B
・
二
一
一
七
二
O
一
四
三
)
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
六
)
第
一
章
「
従
隔
関
走
向
融
合
論
寛
陵
八
友
及
其
在
六
朝
文
化
史
上
的
地
位
」
(
商
暦
五
二
三
年
で
あ
る
の
で
、
執
筆
は
こ
の
年
以
前
と
い
